
活動団体名：(公財)うんなんコミュニティ財団
活動地域 ：島根県雲南市

活動におけるテーマ・キャッチコピー
誰もが参加できる地域資源循環のまちづくり

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む
昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓
昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む
昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む





地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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取り組みを通じた地域プラットフォームの変化
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(1) 市と取り組む体制ができた
情報共有や場づくりの実施
・行政との情報交換：6回
※市民環境会議を経て計画していたカーボンニュートラルシンポジウムは
新型コロナウイルスの影響で中止

(1) 地域自主組織との連携
初めて連携して開催。夏休み企画として地域の小学生を対象とした環境教
育、キエーロコンポストを活用した実践学習を実施。
・参加者：21名
・参加者の意識変化：「自分の生活、家族の生活を考え直す」「今まで使
い切らずに捨てていたものを最後まで使い切るようにする」など

(1) 市内事業者との新たな繋がり
市民との繋ぎや実践促進等実施する体制ができた

キエーロコンポスト設置、削減した生ごみ測量協力、ゼロウェイスト認証
エリアの検討開始、自然と健康を大切にした新たな居場所作りの検討開始

(1) 市民との新たな繋がり
対話や勉強会の場づくり市民の実践の一歩をサポート。市民環境会議の参
加にも繋げる。
・ローカルマニフェスト対話会 4回：延66名
・コンポスト勉強会 1回：6名
・ワークショップ 1回：12名
・市民環境会議 1回：30名
・エコ情報共有LINEチャット参加者：62名
・参加者の意識変化：雲南市に暮らす自分たちがなにができるか、すぐ実
践できるアクションはなにかを模索し3名が実践、サポーター25名。






